
平
成
九
年
か
ら
整
備
を
進
め
て

き
た
Ｊ
Ｒ
手
稲
駅
自
由
通
路
が
ま

も
な
く
完
成
し
、
五
月
下
旬
に
供

用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今

回
の
自
由
通
路
完
成
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
線
路
で
分
断
さ
れ
て
い
た

南
北
の
往
来
が
し
や
す
く
な
り
、

手
稲
駅
周
辺
が
一
体
化
し
ま
す
。

手
稲
駅
の
一
日
の
乗
降
客
は
、

二
万
六
千
人
以
上
。
道
内
で
は
、

札
幌
駅
に
次
ぐ
人
数
で
、
駅
周
辺

の
混
雑
の
緩
和
が
、
街
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
課
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
十
五
年
度

の
完
成
を
目
指
し
、
南
北
の
駅
前

広
場
の
拡
張
整
備
と
、
こ
の
二
つ

の
広
場
を
結
ぶ
自
由
通
路
の
整
備

な
ど
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

自
由
通
路
は
、
駅
舎
の
出
入
り

口
に
な
る
ほ
か
、
乗
り
継
ぎ
拠
点

の
待
ち
合
い
場
所
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
人
が
集
え
る
ゆ
と
り
の
あ

る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

車
い
す
対
応
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
、

南
側
と
北
側
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

自
由
通
路
の
一
部
は
、
多
目
的

ゾ
ー
ン
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
各

種
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る

展
示
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ー
に
は
、
手
稲
区
な
ら

で
は
の
芸
術
文
化
を
感
じ
さ
せ
る

写
真
パ
ネ
ル
や
創
作
品
な
ど
を
陳

列
。
ま
た
、
映
像
や
文
字
情
報
を

映
し
出
す
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
も

設
置
す
る
な
ど
、
手
稲
の
ピ
ー
ア

ー
ル
や
区
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

を
発
信
す
る
�
情
報
基
地
�
と
し

て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

自
由
通
路
の
愛
称
は
「
あ
い
く

る
」。「
会
い
」「
愛
」「
来
る
」
な
ど

の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
だ

れ
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
イ
メ
ー
ジ

を
表
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
も
、
こ

の
事
業
に
合
わ
せ
て
、
橋
上
駅
舎

の
建
設
と
ホ
ー
ム
の
改
良
を
実
施

し
、
手
稲
駅
自
体
の
利
便
性
向
上

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
細

街
路
課
�（
２１１
）２
６
２
２

Ｊ
Ｒ
手
稲
駅
に
自
由
通
路
が
完
成

●
愛
称
は
「
あ
い
く
る
」

一
部
は
多
目
的
ゾ
ー
ン
と
し
て
活
用
し
ま
す

Ｊ
Ｒ
手
稲
駅
南
口
か
ら
見
た
自
由
通
路
（
右
）
と

愛
称
の
ロ
ゴ
（
下
）

8822000022――��――広広報報ささっっぽぽろろ


